
C′estbient6tlarentr6e!

10月のはじめ､フランスでは秋のひそやかな気

配がすでに感じられる頃､数年来懇意にしている

Toursの古籍商のマダムを訪ねた｡2時間ほど書

籍や第2次世界大戦後の思想に関する文学書 ･哲

学書のこと､ロワール河流域のぶどうの収獲のこ

となどについて､彼女とおしゃべりしているうち

に､パリへ戻る時間になった｡高い天井までの書

棚にぎっしり詰まった古書の中で､いとまを告げ

た｡入口まで私を導いてきた美しいマダムは､突

然､こう言った｡

-C′estbient6tlarentree,monsieur! (もうじ

き､新学年ですわね｡)

優しい口調だった｡一筋の透徹した気が私の心の

中を通り過ぎた｡美しい発音だった｡長いヴァカ

ンスが終って子供たちには新学年が始まる｡

-Oui,madame,vralment…

(ええ､本当に…)と､応えた｡

アナ トール ･フランス (AnatoleFrance,1844

-1924)の流麗な文章を思い出した｡

幼少年の想い出である｡

Jevaisvousdirecequemerappellent,tousles

ans,lecielagltedel′automneetlesfeuillesqui

jaunissentdamslesarbresqulfrisonnent;jevais

vousdirecequeJevoisquandjetraverseleLux一

cmbourgdamslespremiersjoursd'octobre,alors

qu′il est un peu triste et plus beau que

jamais;carcrestletempsotLLesfeuillestombent

uneaunesurlesblanchesepaulesdesstatues,
(私は､毎年､秋の変わりやすい空と､打ちふ

るえる木々の黄色くなる葉が､私に思い出させる

ことを､これから語ろう｡私が十月の初めにリュ

クサンブール公園を横切る時､私が見るものを語

ろう｡その頃は､公園はもの悲しく､何時よりも

美しい､木の葉が彫像の白い肩の上に一枚また一

枚と落ちる時期だからだ｡)

パ1ト リュクサンブール公園のマロニエの黄色

い葉は美しい｡マロニエの木陰には､フローベー

ル､ボードレール､ヴェルレ-ヌ､ショパンなど

小説家､詩人､音楽家の像が置かれ､また､春か

ら秋にかけて色とりどりの花が咲き乱れている花

壇を見下ろすテラスには､フランス歴代の女王の
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像が並んでいる｡それらの像の真っ白な肩に一枚

また一枚とマロニエの大きな葉が散 りかかるので

ある｡

アナトール ･フランスは､さらに続ける｡

Cequejevoisalorsdamscejardin,C′estun

bonhommequl,1esmainsdamssespochesetsa

gibeciereaudos,S′envaaucollegeensautillant

commeunmoineau.Mapenseeseulelevoit;C′est

l′ombredumolquej'etalSllyavingt-°ingans...

(その時､私がこの公園で見るものは､ポケッ

トに両手をつっこみ､鞄を背負って､雀のように

ぴょんぴょん跳びはねながら学校へ行く小さな子

供だ｡私の思いだけがその子を見る｡それは､25

年前の私の姿なのだ‥.)

…C′estuninnocentqueJalperdu:llestb上en
･′

naturelqueJeleregrette;ilestbiennaturelque

JelevoleenpenSeeetquemomeSprltS′amuseぇ
ranimerSOnSOuVenir.(…私が失ったのは､無邪

気な子供なのだ｡私が彼を懐かしく思うのはとて

も自然なことであり､私が彼を思考のうちに見､

そして､私の精神が彼の思い出を延らせて楽しむ

のは､とても自然なことだ｡)

llyavingt-cinq ans,aparcilleepoque,il
traversait,avanthuitheures,cebeaujardinpour

allerenclasse.llavaitlec(furunpeuSerre:

C′etaitlarentree

Pourtant,iltrottait,seslivressursondos,etsa

toup上edamssapoche.L′ideederevoirsescama

ra°esluiremettaitdelaJOieaucceur.llavaintant

dechosesadireetaentendre.(25年前の､同じ
時期に､彼は8時前授業に行くためにこの公園を

横切っていた｡彼はすこし心をしめつけられてい

た｡新学期だったから｡しかし､本を背負い､ポ

ケットに独楽 (こま)を入れて､足早に歩いてい

た｡友だちにまた会うのだという考えが､彼の心

に喜びを与えていた｡言わなければならないこと､

聞かなければならないことがたくさんあったの

責gl

Rentree(新学期)というのは､子供の純真な

心にとって､確かに､嬉しい､だが､それでいて､

もの悲しいものではある｡
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